
６月を迎えて、灰色の曇天が厚く広がり、昼間は蒸し暑く感じるようになりました。先月末に、近畿地方

の梅雨入りが気象庁から発表されましたが、十年振りの早い梅雨入りだそうです。大型の台風がすでに沖縄

地方へ上陸するようになり、集中豪雨による災害を心配する季節となりました。夏に向けて増々蒸し暑くな

り、体調を崩しやすくなりますので、皆様、体調管理に気をつけてください。こんにちは、院長の喜多です。 

コロナ禍が収まり、少しずつコロナ前の生活に戻りつつあるようで、先月の 20 日から、私はオンライン

参加ではなくて、現地（横浜国際会議場）開催の学会（日本補綴歯科学会）へ４年振りに参加してきました。

学会参加の準備で、新幹線の予約や、現地の交通手段などの下調べ、宿泊の予約確認などを、全てスマホの

画面で解決できるようになりました。また、新幹線では、のぞみの 7 号車が、モバイル端末等で仕事を進め

たい人向けの特別車両になっているので、今回初めて利用して、新幹線の車内Wi-Fiに接続しながら、パソ

コンで仕事をしてみました。コロナ禍の３年間で、自分の仕事のスキルもDX化が少し進んだ気がします。

皆さんは、「CAD」という言葉をご存知でしょうか。「Computer Aided Design」の略で、「キャド」と

読みます。これまで手作業だった設計や製図をコンピュータのソフトで行うことを意味します。最近の歯科

診療でも、歯冠色の白いかぶせ（冠）を製作する際には、この CAD の技術がすでに使われています。 

今回参加した学会では、汎用 CAD ソフトで部分入れ歯を設計するために必要なパソコン操作を習得する

という体験型セミナーがあり、応募してみました。セミナー参加前に、自分のノート PC に、講師が指定し

た汎用 CAD ソフトと、３D モデリングソフトを入れておき、当日その PC を使う実習内容でした。学会ま

での約１週間、初めて見てさわる３D設計ソフトに早く慣れるよう、市販のテキストを購入して、暗号を解

読するかのように予習をしていました。今回のコンピュータ設計の実習が、すでに歯学部の学生の授業に採

用されているそうで、今回のセミナーは、私にとって、貴重なリスキル（再教育）の場となりました。 

きた歯科だより
発行/ きた歯科医院  〒520－2331 野洲市小篠原 2215  ☎077-588-5885 

ホームページ httpｓ ://www.kita-dental.jp  Ｅメール info＠kita-dental.jp

～Vol.15７あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 



 

  



 

  



 


